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特別活動の役割



転換する世界の教育モデル

＊非認知的領域、教科以外の領域は「とらえどころがない」「数値化できない」⇒

「うさんくさい」＋学校が干渉すべき領域でない（家庭とか地域とかの領域）
＊脱宗教、脱共同体、理性と合理的な個人、科学、資本主義・・・を目指した近代西欧の論理からすると、日本の特別活動を支える論理の
多く、認知とそれ以外が未分化、「望ましい」とされる人間形成の方向性を学校教育が目指す・・・等は前近代的、おくれたものに見えて
きた
⇒今、この近代西欧的論理が行き詰まりが見えている⇒修正・代替モデルの必要性

＊経済格差の拡大、社会の分断、暴力、規範規律の崩壊、感情の統制ができない、個人主義的行動の行き過ぎ等の行き詰まりが議論される
中で、非認知的な能力の大切さ、IQだけでなく感情面の育成、社会性の大切さ、子ども全体を育てる大切さ（whole child, total child, 
holistic, humanistic, etc.)、コロナ禍が拍車をかけた対人関係の場としての学校等が各国で唱えられるようになっている。

＊共感を重視し、話し合いによる理解に基づく協働的な日本の行動原理、教育が再評価。人間形成的、価値教育的な色彩が強い特別活動、
Tokkatsuが注目されている（Tokkatsuの名称が使われているかは別）。

恒吉僚子「国際的に見た日本の教育の強さと弱さ」恒吉僚子・額賀美紗子編『新グローバル時代に挑む日本の教育：多文化社会を考える比較教育学の視座』東京大学出版会、pp.133—149.

日本の特別活動はTokkatsuとして今、国際的に注目されつつある。非認知的能力を再評価し、子ども全体を
育てよう（認知的能力だけでなく）という国際的潮流に沿っている。しかし、一時代前、それは逆であった。



日本の特別活動に期待されること
国際的なモデル消費国からモデル生成国へ

＊他者との関係を方向付ける規範、個人主義的、脱宗教、人間中心、自己実現中心の論理の行き
詰まり

日本：共感、相互扶助、協同的・協働的、共同体性、自己犠牲
かつてはその多くが「個」が弱い、前近代的だとされた特徴が見直される

＊制御されない資本主義、経済格差拡大、大量消費の行き詰まり
＊アイデンティティの分断（人種、民族、ジェンダー）

日本：集合的アイデンティティ、地域、学校等の単位
ナショナリズム、村落共同体の持つ統制的性格、弊害を乗り越えながら開けた
共感関係を築けるのか

＊AI、ICT新時代
日本：対人関係の充実等、いかにAI時代でも豊かな人間性を実現するかを示せるか

日本の教育の弊害や弱点を理解しながら、いかに日本の教育の強さをいかした解決ができるか
人間形成的な観点からすると、特別活動（Tokkatsu）はその中核にある



論点整理から：多文化共生論理の転換

西欧各国で個人主義的な解釈等の従来の論理だけでは多文化共生の実現に行き詰まり
感が出ている…日本が自己の社会・教育の弊害や弱さをその強さで乗り越えながら、
共感・協働的な論理の中から多文化共生のモデルを提示できるのか



論点整理から：
AI時代の体験、対面の役割を問う

AIの時代において、AIを用いながらも豊かな対人関係とそれに向けた資質能力を築く
ようなモデルを提示できるのか、これから期待されている日本の教育が担う人格形成
的役割の中核に特別活動Tokkatsuはある

国際社会でずっと優位であった近代（西欧）の論理による教
育モデルの行き詰まりの中で、国際社会で日本は、モデル生
成国として独自の貢献をすることが今までで一番求められて
いる。



写真は削除してあります。



ありがとうございました
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